
傍
青
春
の
熱
い
挑
戦
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き
を
え
た
の
だ
が
、
こ
う
し
た
事

が
〈
安
全
〉
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
直
す
発
端
と
な
っ
た
。
創
業
以

来
入
院
に
結
び
つ
く
よ
う
な
重
大

な
事
故
は
無
か
っ
た
為
〔
入
院
災

害
〕
〔
死
亡
災
害
〕
な
ど
他
人
事

の
よ
う
な
意
識
で
し
か
な
か
っ
た

が
、
毎
日
現
場
で
働
い
て
い
る
以

上
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
可
能
性

を
含
ん
で
お
り
、
今
ま
で
の
幸
運

を
感
謝
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

万
一
、
死
亡
や
重
大
な
後
辿
症

に
繋
が
る
大
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
場
合
の
、
本
人
・
家
族
の

悲
嘆
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
我
社
の

よ
う
な
零
細
な
事
業
所
で
は
、
会

社
存
続
の
道
を
も
絶
た
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。

《
安
全
第
一
》
使
い
古
さ
れ
た

言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
重
み
を
肝

に
銘
じ
、
経
営
者
や
職
長
だ
け
で

な
く
現
場
で
働
く
職
人
一
人
一
人

の
意
識
に
定
着
さ
せ
る
事
が
大
事

で
あ
る
。

東
三
松
浦

ｊ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！

蕊議

迎
日
名
古
屋
の
気
温
は
三
十
五

度
を
超
す
猛
暑
が
続
い
て
い
て
試

験
日
も
気
象
台
は
日
中
の
外
気
温

が
三
十
六
度
と
発
表
し
て
い
た
。

平
成
十
三
年
度
建
築
板
金
科
技

能
検
定
試
験
の
実
技
試
験
が
七
月

二
十
一
一
日
⑧
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
名
古
屋
市
北
区
安
井
町
の
名
古

屋
高
等
技
専
門
学
校
で
開
催
さ
れ

た
。
愛
知
県
全
域
か
ら
四
十
五
名
の

受
験
申
請
が
あ
っ
た
。

当
日
五
名
の
欠
席
が
あ
り
建
築

板
金
内
外
装
板
金
作
業
一
級
に
十

魁
伺
春
め
熱
る
勅
挑
戦
蕊
灘
鍵

謬
；
；
；
建
築
板
金
科
技
能
検
定
試
験
嬢

壁雪雪湧鰯蕊 謹総蕊

繍霞傍
会
場
風
景

ぶ

鰯

蕊

傍
坂
講
師
の
安
全
講
話

け
、
決
め
ら
れ
た
広
さ
場
所
に
持

ち
込
め
る
工
具
を
整
頓
良
く
並
べ

て
作
業
し
て
い
た
。

気
温
が
三
十
六
度
に
も
な
っ
て

い
て
作
品
に
汗
な
ど
が
付
い
て
し

み
が
付
か
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
み
ん
な
真
剣
な
表
情
で

あ
っ
た
。

失
格
な
ど
は
な
く
打
ち
切
り
時

間
ま
で
に
全
員
の
作
品
が
提
出
さ

れ
て
検
定
試
験
は
終
了
し
た
。

採
点
は
二
十
三
日
に
検
定
員
と

補
佐
員
が
厳
し
く
採
点
し
て
職
業

訓
練
指
導
員
資
格
者
な
ど
学
科
試

験
免
除
者
を
の
ぞ
い
た
合
格
者
は

九
月
に
行
わ
れ
る
学
科
試
験
を
受

け
る
事
に
な
る
。

合
格
発
表
は
十
月
九
日
に
行
わ

れ
、
晴
れ
て
実
技
と
学
科
試
験
に

合
格
し
た
受
験
者
に
は
合
格
証
書

が
十
二
月
十
六
日
の
技
能
検
定
合

格
証
書
伝
達
式
で
合
格
証
書
が
手

渡
さ
れ
る
。

購
見

五
名
、
二
級
に
二
十
三
名
、
工
場

板
金
曲
げ
板
金
作
業
に
二
名
の
合

わ
せ
て
四
十
名
の
二
十
代
の
青
年

が
製
図
用
紙
に
展
開
図
を
書
き
亜

鉛
鉄
板
に
写
し
て
裁
断
加
工
に
汗

を
流
し
て
挑
戦
し
て
い
た
。

一
級
の
課
題
は
谷
樋
と
落
ち
口

加
工
で
緩
い
Ｖ
型
谷
樋
に
片
方
は

千
鳥
の
止
め
加
工
、
一
方
は
ハ
ゼ

に
よ
る
止
め
加
工
で
落
ち
口
に
角

丸
円
錐
の
受
け
ま
す
を
四
面
リ
ベ
ッ

ト
で
カ
シ
メ
て
取
り
付
け
る
。
角

丸
円
錐
に
は
丸
の
部
分
に
パ
イ
プ

を
ハ
ゼ
し
が
み
加
工
す
る
。
一
方

愛

の
止
め
に
は
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン

カ
バ
ー
を
ビ
ス
止
め
で
完
成
。

二
級
は
角
樋
に
落
ち
口
ま
す
の

取
り
付
け
で
一
級
と
違
う
点
は
谷

樋
は
底
が
緩
い
Ｖ
型
で
あ
る
の
に

角
樋
の
底
は
平
ら
で
あ
る
こ
と
と

落
ち
口
が
丸
穴
に
角
丸
円
錐
を
二

面
リ
ベ
ッ
ト
カ
シ
メ
で
丸
部
分
に

パ
イ
プ
を
半
田
付
け
加
工
が
違
っ

て
い
る
。
材
料
は
ど
ち
ら
も
○
・

三
五
の
九
○
ｍ
×
六
○
ｍ
の
亜
鉛

鉄
板
で
あ
る
。
作
業
時
間
は
二
級

の
標
準
時
間
が
四
時
間
、
一
級
は

四
時
間
三
十
分
で
ど
ち
ら
も
打
ち

切
り
時
間
が
三
十
分
延
長
さ
れ
る
。

工
場
曲
げ
板
金
作
業
は
一
ｍ
の

鉄
板
で
芯
違
い
角
丸
台
の
横
に
小

判
型
丸
円
錐
を
溶
接
加
工
で
、
作

業
時
間
は
五
時
間
三
十
分
、
打
ち

切
り
時
間
は
六
時
間
と
長
い
。
こ

の
た
め
作
業
開
始
が
内
外
装
は
十

時
か
ら
な
の
に
、
一
時
間
早
く
午

前
九
時
か
ら
で
あ
っ
た
。

課
題
に
は
当
日
発
表
の
Ｘ
値
が

あ
り
内
外
装
は
一
・
二
級
と
も
角

丸
円
錐
の
高
さ
が
一
○
○
と
発
表

さ
れ
工
場
曲
げ
板
金
は
角
丸
台
の

高
さ
が
二
八
○
と
発
表
さ
れ
た
。

試
験
に
先
立
ち
村
上
理
事
長
の

挨
拶
と
佐
藤
忠
雄
技
能
士
会
長
が

尾
張
は
江
戸
時
代
か
ら
技
術
力
に

は
優
れ
た
地
域
で
あ
り
皆
さ
ん
も

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
挨
拶
。

検
定
委
員
七
名
と
補
佐
員
十
三

名
か
ら
注
意
事
項
や
製
図
用
紙
な

ど
が
配
布
さ
れ
た
。

選
手
は
背
中
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付

７
月
９
日
⑧
㈱
マ
ド
ッ
ク
荒

山
元
秀
社
長
と
、
法
定
特
別
教
育

セ
ン
タ
ー
講
師
の
坂
長
助
先
生
の

二
人
を
迎
え
、
夏
季
勉
強
会
を
行
っ

た
。
荒
山
社
長
か
ら
は
「
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
の
立
上
」
の
話
を
。
ま
た

坂
先
生
か
ら
は
「
現
場
の
安
全
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
頂
い
た
。

《
安
全
第
一
》
誰
も
が
口
に
し
、

い
た
る
所
で
そ
の
文
字
を
目
に
し
、

頭
の
中
で
は
充
分
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
が
、
果
た
し
て
確
実
に

実
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
甚
だ

疑
問
で
あ
る
。
能
率
・
予
算
等
の

面
か
ら
や
、
恥
ず
べ
き
態
度
で
は

あ
る
が
、
『
而
倒
く
さ
い
…
』
『
自

分
に
限
っ
て
…
』
な
ど
と
い
う
気

持
ち
の
緩
み
か
ら
、
な
か
な
か
徹

底
し
た
実
行
を
為
し
得
て
い
な
い

の
が
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
？

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
我
社
で
は

昨
年
暮
れ
よ
り
【
如
何
な
る
現

場
に
お
い
て
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
／
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
無
着

用
者
に
対
し
て
は
罰
金
を
課
す
な

ど
徹
底
着
用
を
義
務
付
け
た
。
今

頃
に
な
っ
て
…
…
と
、
お
恥
ず
か

し
い
話
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
官
・

公
庁
や
ゼ
ネ
コ
ン
の
下
請
け
工
事

に
お
い
て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。
安

全
帯
の
着
用
を
半
ば
『
し
か
た
な

く
？
？
』
規
則
と
し
て
い
た
が
、

そ
れ
以
外
は
職
人
任
せ
と
い
っ
た

具
合
だ
っ
た
。

昨
年
暮
れ
、
我
社
の
二
十
四
歳

に
な
る
職
人
が
下
屋
根
よ
り
転
落

す
る
と
い
う
事
故
を
起
こ
し
た
。

逆
ば
れ
た
病
院
へ
向
か
う
車
中
で
、

診
察
結
果
を
待
つ
待
合
室
で
、
悪

事
ば
か
り
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
そ
れ

は
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。

幸
い
脳
震
撒
と
打
撲
程
度
で
事
な

東
三
〔
夏
季
勉
強
会
〕
よ
り
：
；

へ
謹
驚
蕊
《
安
塗
》
泥
葱
狐
淀
諦



こ
の
度
、
全
板
連
青
年
部
部
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
東
三
支
部

の
河
田
雅
彦
で
す
。

思
え
ば
十
年
前
、
地
元
組
合
に

加
入
し
、
そ
し
て
青
年
部
活
動
に

参
加
し
、
た
だ
仲
間
づ
く
り
を
し

た
い
、
と
の
一
念
で
こ
こ
ま
で
ま

い
り
ま
し
た
。
本
当
に
多
く
の
方

と
出
会
い
、
ま
た
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
な
、
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
な
、
と
あ
ら
た
め
て
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
全
板
違
背
年
部
部
長

と
い
う
大
役
を
受
け
る
事
に
な
り
、

今
度
は
自
分
が
皆
に
何
が
で
き
る

板第３６３号 平成１３年８月１５日（２）

上鯨

巳．
Ｅ
ぞ
蔦
〃
〃
調
訓
抽
静
．
．
、
荊
織
〕
，
勘
，
．
‐
ず
．
・
・
・
・
瞬
蝿
．
詞
規

忠
‐
寺
・
・
吻
除
》
》
癖
・
で
玲
鍵
叱
琴
馳
軸
．
・
慎
渉

」
一
一
Ｆ
あ
い
さ
つ
す
る

河
田
全
板
連
青
年
部
部
長

７
月
鯛
日
佃
、
午
後
４
時
よ
り

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
の
天
期
の

間
に
お
い
て
、
河
田
雅
彦
氏
の
全

板
迎
・
日
板
協
青
年
部
部
長
就
任

を
祝
い
、
激
励
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

こ
の
激
励
会
は
県
板
及
び
束
三

滑
年
部
の
有
忠
が
中
心
と
な
っ
て

計
画
し
た
も
の
で
、
当
日
は
、
村

上
章
理
事
長
を
始
め
、
県
板
・
東

三
の
関
係
者
の
他
、
河
田
氏
の
友

人
も
出
席
し
て
頂
き
総
勢
印
名
以

上
の
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
平
松
賢
治
束
三
青
年

部
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

本
田
幹
雄
県
板
青
年
部
部
長
の
発

起
人
代
表
挨
拶
、
東
三
の
近
藤
様

の
河
田
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
に

続
き
、
村
上
理
事
長
、
東
三
吉
田

組
合
長
、
松
井
元
県
板
青
年
部
部

長
、
岩
崎
前
県
板
青
年
部
部
長
の

４
人
の
方
々
よ
り
河
田
氏
へ
激
励

一
間
ご
謡

祝
河
田
雅
彦
氏

全
板
連
青
年
部
部
長
就
任

激
励
パ
ー
テ
ィ
ー

と塁
鴬.易 霊

鐙
緊
蕊
秀
一
然
群
篭
醗
溌
篭
繊
蕊
蕊
霧
織
遥
懲

鱗

し
雪
見
灯
捕

鱗
螺
’
魯
驚
淘
鶴
織
輝
騨
蝿
瞬
蝉
醗
鋸
蝿
癖
蝿
灘

恥
層
’
漁
腎
飛
敷
蛎
蝿
癖
鍛
識
蝉
蝿
津
》

､ﾊﾊﾊ～河田雅彦氏プロフィール､ﾊﾊへ

｜昭和57年３月県立豊橋工業高校建築科

卒業

Ｉ昭和57年４月甲部板金工業所入社

）昭和62年５月河田飯金店（家業）入社
）平成４年12月㈲伸昌板金設立

代表取締役に就任

）【組合活動】

；平成２年東三板金工業組合加入
Ｉ平成６年愛知県板金工業組合加入
Ｉ平成９年愛知県板金工業組合

青年部部長就任

，平成11年中部板金工業組合協議会

青年部部長就任

）平成１３年全日本板金工業組合連合会

社団法人日本建築板金協会

青年部部長就任

…
鐸

愛

ハ
。
，
．
・
・
・
．
．
。
，
・
・
恥
ら
・
鬼
・
韓
“
齢
・
・
心
詞
学
，
、
、
侭
苧
・
恥
’
４
儒
必
・
《
．
Ⅲ
“
鈴
丸
１
憾
〆
沖
・
‐
晶
今
・

寄
贈
〈
雪
見
灯
》
篭
菱
溌
蕊

溝
葵
革
川
港
交
熱
蕊
其
斌
崇
糞

騨
澱
‐
・
い
ぜ
声
腸
．
，
畠
・
‐
・
蕊
寺
、
少
目
・
与
酔
ら
。
、
叙
ぶ
り
舎
醇
．
Ｍ
・
渉
ト
・
愚
，
＄
・
』
偽
汎
浪
・
慨
、
Ｎ
‐
峡
，
脈
仏
部
〆
卜
§
・
〆
・
詐
鳶

と
期
待
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
記
念
品
と
花
束
を
河
田
御

夫
妻
に
贈
呈
し
、
御
本
人
よ
り
御

礼
と
抱
負
の
挨
拶
が
あ
り
、
式
典

は
閉
会
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
は
祝
宴
に
移
り
、

高
橋
銀
吾
様
の
乾
杯
の
発
声
の
後

は
会
場
は
和
や
か
な
雰
川
気
に
変

わ
り
ま
し
た
。
余
興
と
し
て
刈
谷

の
望
月
克
治
さ
ん
の
プ
ロ
顔
負
け

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ

も
何
曲
か
飛
び
出
し
、
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

河
田
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今

後
何
か
と
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
持
ち
前
の
ガ
ッ
シ
と
行
動
力

で
頑
張
っ
て
く
れ
る
事
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
も
微
力

し
祝
宴
風
景

瞬
郡
奔
噌
鷺
邑

一
間
ご
謡

し
た
ら
、
こ
の
文
面
を
お
借
り
し

て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

御
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
東
三
松
浦

次
分
小
撰
ザ
ｊ
偽
○
亨
糾
１
糸
Ｎ
Ｍ
３
供
澱
ザ
＃
偶
裳
訳
か
争
纂

わ
れ
る
。

花
瓶
な
ど
の
製
作
は
打
ち
出
し

と
か
絞
り
加
工
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
浮
貝
さ
ん
の
花
瓶
は
六
角
と

か
多
而
角
の
作
品
で
あ
り
、
打
ち

出
し
な
ど
と
又
違
っ
た
難
し
さ
が

あ
る
。浮
貝
さ
ん
は
三
年
前
か
ら
体
洲

を
悪
く
さ
れ
病
弱
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
が
、
以
前
か
ら
の
作
品
が
多

く
あ
り
三
十
六
角
製
の
花
瓶
も
あ

る
と
聞
い
た
。
今
年
の
職
人
展
に

は
何
点
か
出
品
し
て
い
た
だ
け
た

壱
わ
１
と
師
管
つ
Ｏ

作
品
の
雪
見
灯
髄
は
ケ
ー
ス
に

入
り
県
板
事
務
所
三
階
に
展
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
組
合
へ
来
ら
れ

た
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

寄
贈
さ
れ
た
雪
見
灯
龍
の
ケ
ー
ス

は
福
田
氏
の
寄
付
で
あ
る
。

鷲
見

河
田
雅
彦

の
か
？
を
考
え
て
い
く
立
場
に
な

り
ま
し
た
。
勿
論
、
私
も
勉
強
し

て
い
き
ま
す
。
全
板
辿
青
年
部
役

員
十
二
名
。
今
年
度
よ
り
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
も
加
盟
し
て
き
ま
し
た

が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。
私
の
役
目
は
皆
を
ひ

と
つ
に
ま
と
め
る
事
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
人
格
者
達
を

奮
い
立
た
せ
る
事
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
共
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
推
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
非
常
に
簡
単
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

全
板
連
青
年
部
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

河
田
雅
彦

以
前
、
広
報
委
員
だ
っ
た
福
田

輝
男
氏
か
ら
同
じ
中
川
港
支
部
の

組
合
員
で
浮
貝
忠
幸
さ
ん
が
す
ば

ら
し
い
雪
見
灯
篭
を
製
作
し
て
い

て
県
板
へ
寄
贈
し
た
い
か
ら
と
紹

介
が
あ
っ
た
。

灯
龍
は
○
・
五
ｔ
の
真
諭
製
で

高
さ
四
○
ｍ
直
径
は
三
六
ｍ
で
出

来
て
い
る
。

浮
貝
さ
ん
は
今
年
六
十
四
才
に

な
ら
れ
る
が
若
い
頃
、
東
北
支
部

の
猪
飼
板
金
で
修
行
を
職
み
独
立

さ
れ
た
。
二
十
五
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
趣
味
で
花
瓶
や
灯
龍
を
作
っ
て

こ
ら
れ
た
。
最
初
の
頃
は
イ
メ
ー

ジ
図
を
書
い
て
そ
れ
か
ら
展
開
し

て
作
る
わ
け
だ
が
、
い
ざ
作
っ
て

み
る
と
な
か
な
か
自
分
が
思
っ
て

い
る
よ
う
な
作
品
に
な
ら
ず
失
敗

に
失
敗
を
重
ね
て
最
近
で
は
だ
い

た
い
思
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
も

の
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

で
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り

応
援
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
も
発

起
人
の
一
人
と
し
て
、
激
励
会
中

の
不
手
際
や
、
御
無
礼
が
あ
り
ま

寄
贈

リ

傍
雪
見
灯
寵
を
寄
贈
す
る

浮
貝
氏
閥
と
村
上
理
事
長
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好
意
と
に
よ
り
、
事
務
所
隣
り
の

会
議
室
の
提
供
を
受
け
、
更
に
従

業
員
か
ら
も
献
血
の
ご
協
力
も
頂

き
、
知
多
支
部
に
花
を
添
え
て
頂

い
た
形
態
と
な
り
頭
の
下
が
る
思

い
で
す
。

淵
曝
震
薦

蕊

《
貴
方
の
元
気
を

下
さ
い
》

知
多
支
部
、
壁
江
重
光
支
部
長

で
は
、
献
血
活
動
を
新
世
紀
へ
と
、

先
代
の
築
か
れ
た
像
業
を
継
承
し
、

灯
火
を
消
す
こ
と
の
な
き
よ
う
心

を
込
め
て
、
献
血
活
動
を
実
施
し

た
。
実
施
日
は
去
る
七
月
二
日
側

午
後
一
時
よ
り
受
付
、
採
血
場
所

は
、
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

問
屋
様
で
、
武
豊
屋
㈱
社
長
の
ご

し
献
血
風
景

☆

と
の
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

に
よ
り
実
施
し
た
。
幸

い
、
好
天
に
恵
ま
れ
組

合
員
の
出
足
は
好
調
、

ご
夫
婦
揃
っ
て
の
提
供

も
数
組
あ
り
、
心
温
ま

る
も
の
を
感
じ
、
役
員

の
尚
一
層
の
励
み
と
な

り
、
こ
れ
ら
を
契
機
に

末
代
ま
で
、
永
遠
に
と

続
け
て
欲
し
い
と
願
い

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

献
血
担
当
役
員
は
知

恵
を
絞
り
、
粗
品
の
配

布
に
懸
命
、
提
供
数
型

に
従
い
参
加
者
に
は
、

趣
向
を
こ
ら
し
抽
選
に

§
斜
：
》
謬
癖
》

ｂ
・
門
今
。
・
Ｐ

詠
署

所
位
の
加
入
を
め
ざ
し
て
さ
ら
に

努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

加
入
数
の
伸
び
悩
み
の
原
因
と

し
て
は
、
長
引
く
不
況
と
名
古
屋

高
速
が
ま
だ
利
用
で
き
な
い
事
が

考
え
ら
れ
る
。

④
そ
の
他

仕
事
量
の
多
い
事
業
所
と
少
い

事
業
所
の
格
差
が
は
っ
き
り
で
て

い
る
。
横
の
連
絡
を
密
に
し
て
仕

事
の
紹
介
等
を
し
た
ら
ど
う
か
と

い
う
提
案
が
有
っ
た
。

言
＃

…
蕊

愛
知
県
板
厚
生
委
員
会
で
は
、

去
る
七
月
二
十
四
日
㈹
第
一
回
目

の
委
員
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
村

上
理
事
長
の
ご
出
席
を
頂
き
激
励

の
挨
拶
と
、
沼
津
委
員
長
を
始
め

ブ
ロ
ッ
ク
長
並
び
委
員
を
含
め
総

勢
十
三
名
に
委
嘱
状
の
交
付
が
な

さ
れ
、
任
期
は
二
年
、
大
い
な
る

期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。

先
ず
、
今
年
度
の
推
進
事
項
は
、

全
板
国
民
健
康
保
険
、
全
板
国
民

年
金
基
金
、
労
働
保
険
（
労
災
・

雇
用
）
、
県
板
共
済
な
ど
の
各
種

保
険
の
加
入
促
進
と
勧
奨
を
含
め

早
急
な
対
策
の
検
討
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
に
つ
い
て
資
料
を
参
考
に

充
分
に
ご
理
解
を
深
め
た
よ
う
だ

が
、
し
か
し
、
健
康
保
険
、
労
働

保
険
に
関
し
て
は
、
移
籍
に
は
難

題
も
予
測
さ
れ
よ
う
が
、
新
規
加

入
者
を
対
象
に
目
を
向
け
て
見
て

は
如
何
か
。
更
に
、
年
金
基
金
に

関
し
て
は
、
勧
誘
に
際
し
年
齢
は

若
い
方
を
中
心
に
拡
販
し
、
的
を

絞
る
方
が
有
利
と
言
え
よ
う
。

「
老
後
の
備
え
は
」
今
か
ら
で

１

愛

い
に
組
合
活
動
に
繁
栄
さ
れ
、
組

合
員
全
体
で
メ
リ
ッ
ト
を
頒
ち
あ

え
る
姿
に
整
え
、
不
公
平
な
政
策

を
排
除
し
、
組
合
の
活
性
化
に
望

み
を
託
し
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

る
。

沼
灘

よ
り
洩
れ
な
く
粗
品
の
進
呈
、
粗

品
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
組
み

合
わ
せ
も
絶
品
、
参
加
者
か
ら
大

い
に
喜
ば
れ
称
賛
を
得
た
。

も
遅
く
は
な
い
、
心
の
準
備
を
。

次
に
労
災
の
上
乗
せ
的
な
制
度

で
あ
る
。
県
板
共
済
の
加
入
促
進

を
推
進
し
て
い
る
が
、
年
々
加
入

者
が
減
少
し
て
お
り
、
加
入
率
は

五
○
％
を
割
っ
て
い
る
状
態
で
、

地
域
に
よ
っ
て
は
〃
ゼ
ロ
〃
の
支

部
も
見
受
け
ら
れ
る
。
猶
予
な
ら

ぬ
限
界
ま
で
来
て
い
る
。
再
度
の

見
直
し
が
必
至
で
組
合
員
の
ご
理

解
を
仰
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
。
列

記
し
た
諸
事
業
に
対
し
組
合
員
の

ご
理
解
を
仰
ぎ
つ
つ
、
未
加
入
会

員
に
あ
っ
て
は
、
尚
一
層
の
ご
理

解
を
仰
ぎ
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
担
当
委
員
の
方
、
又
は

支
部
長
に
お
申
出
の
程
を
。
但

し
、
全
板
国
年
基
金
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

○
一
二
Ｃ
Ｉ
三
四
’
一
一
六
五
。

組
合
は
組
合
員
に
よ
っ
て
す
べ

て
平
等
の
立
場
で
拙
成
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
全

仮
国
保
・
全
板
基
金
・
労
働
保

険
・
県
板
共
済
（
法
人
組
織
で
政

＃

u｣｣｣｣』

1３

☆

１
瀞
零
経
営
研
究
委
員
会
報
告
懲
鍵

☆
七
月
は
県
下
一
斉
に
、

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
旬

中
」
で
す
。

沼
淫

７
月
朋
日
組
合
３
階
会
議
室
に

て
開
催
。

出
席
委
員
９
名
（
欠
席
１
名
）

①
委
員
長
挨
拶

景
気
は
一
向
に
良
く
な
ら
ず
、

む
し
ろ
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
経

営
研
究
委
員
会
と
し
て
は
組
合
員

の
経
営
に
少
し
で
も
役
立
て
る
様

に
英
知
を
出
し
あ
っ
て
、
こ
の
苦

境
を
乗
り
越
え
る
勇
気
と
希
望
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
研
究
委
員
会
が
組
合
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
良
い
情
報

を
早
く
組
合
員
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
委
員
各
位
の
努
力
を
期
待
し

ま
す
。

②
委
員
会
委
員
へ
委
嘱
状
交
付

③
高
速
道
路
別
納
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
現
在
県
仮
全
体
で
ま
だ
肥
事
業

所
の
加
入
の
み
で
あ
る
。
川
事
業

府
管
掌
健
保
加
入
事
業
所
は
全
板

国
保
・
同
基
金
の
加
入
は
除
く
）

〈
新
規
に
法
人
組
織
を
登
記
さ
れ

た
場
合
は
、
先
ず
県
板
事
務
局
へ

ご
相
談
を
９
適
用
除
外
申
請
が
可

能
と
な
り
、
全
板
国
保
に
加
入
が

認
め
ら
れ
、
継
続
が
可
能
と
な
る

事
も
あ
り
。
是
非
ご
相
談
を
？
〉

に
す
べ
て
加
人
の
対
象
に
な
る
の

が
本
来
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
手
数
料
は
組
合
に
取
っ

て
最
大
の
収
入
の
源
と
な
り
、
大
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き
た
、
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
旭

関
と
旭
天
鵬
関
が
加
わ
り
、

場
も
盛
り
上
が
り
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
写
真
ぜ
め
に
あ
っ
て

い
た
。こ
の
日
は
、
両
力
士
共
白

星
で
機
嫌
よ
く
撮
影
に
応
じ

て
く
れ
た
。

現
在
、
大
島
部
屋
に
は
、

幕
内
に
先
ほ
ど
の
二
人
。
幕

下
に
旭
弁
天
、
旭
天
山
、
旭

南
海
、
旭
光
の
四
人
。
三
段

目
に
旭
照
天
、
旭
日
海
、
旭

隆
の
三
人
。
序
二
段
に
旭

川
、
旭
陽
、
安
芸
旭
の
三
人
。

序
ノ
ロ
に
西
尾
、
旭
峰
山
、

細
野
の
三
人
。
計
十
五
人
の

相
撲
の
名
古
屋
場
所
最
中
の
、

七
月
十
四
日
㈹
午
後
六
時
か
ら
、

平
野
支
部
長
が
、
後
援
会
長
を
務

め
る
大
島
部
屋
の
ち
や
ん
こ
に
、

海
部
津
島
地
区
の
愛
知
県
板
金
工

業
組
合
会
員
と
愛
知
県
板
金
総
合

職
業
訓
練
協
会
会
員
、
十
七
名
が

集
ま
っ
た
。

土
曜
日
と
は
い
え
、
仕
事
を
済

ま
せ
て
か
ら
の
参
加
で
、
半
数
近

く
が
遅
れ
て
参
加
と
な
っ
た
が
、

ち
や
ん
こ
会
場
に
は
、
既
に
他
の

若
者
や
女
性
の
グ
ル
ー
プ
三
組
程

が
、
宴
会
を
始
め
て
い
た
。

我
々
は
二
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

丸
テ
ー
ブ
ル
の
中
心
に
は
大
き
な

ち
ゃ
ん
こ
鍋
、
そ
の
回
り
に
さ
し

身
や
料
理
が
大
皿
に
盛
り
付
け
て

あ
り
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で

あ
る
。
ま
た
ビ
ー
ル
も
飲
み
放
題

》
津
島
支
部
名
古
屋
場
所
の
雷

鱗
大
島
部
屋
を
訪
問
》

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

で
、
部
屋
の
若
い
衆
が
、
各
テ
ー

ブ
ル
の
世
話
に
お
わ
れ
て
い
た
。

そ
こ
へ
取
組
を
終
え
て
帰
っ
て

き
た
、
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
旭
鷲
山

義
＊
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々

編

７
月
各
支
部
の
動
き

「
夏
枯
れ
」
今
年
の
暑
さ
は
並

み
の
暑
さ
と
少
し
様
子
が
違
う
。

三
十
度
を
超
え
た
日
数
が
連
続

十
日
以
上
に
な
っ
た
の
は
観
測
史

上
２
度
目
と
な
っ
た
。

愛
知
県
内
で
は
宇
述
ダ
ム
や
矢

作
ダ
ム
が
貯
水
率
を
下
げ
て
宇
連

ダ
ム
で
は
六
次
節
水
と
な
っ
て
い

る
。
夏
枯
れ
は
岐
阜
県
の
山
に
も

お
よ
び
牧
尾
ダ
ム
も
貯
水
率
が
四

○
％
に
落
ち
て
い
る
。
名
古
屋
の

水
源
の
岩
屋
ダ
ム
は
八
○
％
を
上

回
っ
て
い
る
た
め
水
道
水
は
ま
だ

大
丈
夫
の
よ
う
で
あ
る
が
、
市
内

を
走
っ
て
い
て
思
う
。
街
路
樹
の

低
木
の
さ
っ
き
等
が
枯
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
意
外
と
見
受
け
ら
れ
る
。

雨
が
降
ら
な
い
の
で
分
離
帯
の
木
々

は
水
枯
れ
で
夏
枯
れ
に
陥
っ
て
い

る
。
景
気
の
ほ
う
も
二
・
八
は
さ
っ

ぱ
り
だ
め
と
い
わ
れ
る
業
種
が
多

く
夏
枯
れ
状
態
で
仕
事
は
ど
こ
に

聞
い
て
も
思
わ
し
く
な
い
と
。

広
報
委
員
会
も
七
月
は
例
年
夏

枯
れ
で
原
稿
が
少
な
く
困
っ
て
い

る
が
、
今
年
の
夏
は
夏
枯
れ
な
ど
、

ど
こ
吹
く
風
で
多
す
ぎ
て
載
せ
ら

れ
な
い
原
稿
が
ス
ト
ッ
ク
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
季
節
感
の
あ
る
記

事
は
遅
ら
せ
る
わ
け
に
い
か
ず
優

先
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

七
月
三
十
一
日
㈹
晴

三
六
三
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
十
分
終
了

広
報
委
員
長
鷲
見
牧

歴
園
匿
鹿

対
応
に
苦
労
し
て
い
た
。

こ
れ
だ
け
の
料
理
と
ビ
ー
ル
の

量
で
、
一
人
三
千
円
で
は
、
赤
字

に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主

の
み
な
さ
ん
に
も
各
種
助
成
金
の

対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

＊
ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ

て
な
い
み
な
さ
ん
は
、
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

が
不
慮
の
業
務
災
害
・
通
勤
災
害

を
被
っ
た
場
合
、
失
業
し
た
哩
盟
ロ
、

高
齢
者
で
賃
金
が
低
下
し
た
状
態

で
継
続
し
て
働
い
て
い
る
場
合
、

育
児
休
業
及
び
介
謹
休
業
の
場
合
、

自
ら
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

受
け
た
場
合
に
給
付
を
受
け
る
こ

Ｍ
日
相
撲
・
大
島
部
屋
に
て

支
部
と
訓
練
協
会
の
合

同
親
睦
会
Ⅳ
名

春
日
井
支
部

８
．
９
日
支
部
旅
行
四
名

直
徳
（
ハ
サ
ミ
）
工
場

見
学
・
伊
香
保
温
泉

師
日
支
部
役
員
会
４
名

岡
崎
支
部

羽
日
ま
す
釣
り
会
別
名

碧
南
支
部
躯
日
太
子
講
町
名

豊
田
支
部

叫
日
第
４
回
役
員
・
班
長
会
創
名

羽
日
支
部
技
能
委
員
会

技
能
検
定
反
省
会

西
尾
支
部

ｎ
日
役
員
会
別
名

・
保
証
制
度
推
進

岨
日
青
年
部
定
例
会

知
立
支
部
肥
日
定
例
会
５
名

知
多
支
部

２
日
愛
の
献
血
活
動
羽
名

略
日
青
年
部
役
員
会
７
名

泌
日
支
部
理
事
会
Ⅳ
名

東
三
支
部

４
日
定
例
会
躯
名

８
日
夏
季
勉
強
会
肥
名

９
日
青
年
部
定
例
会
ｎ
名

妬
日
三
役
会
６
名

働

昭
和
支
部

９
日
月
例
会
皿
名

・
支
部
研
修
旅
行

・
保
証
事
業
へ
の
協
力

・
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構

築
に
向
け
て
の
小
冊
子

配
布

西
支
部
即
日
支
部
会
９
名

・
保
証
関
係
講
習
会

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

・
銅
屋
根
現
場
見
学
会

熱
田
南
支
部

岨
日
定
例
会

．
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
件

一
宮
支
部

ｎ
日
支
部
役
員
会
躯
名

岨
日
青
年
部
講
習
会
（
パ
ソ

コ
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ソ

フ
ト
）
妬
名

江
南
支
部
肥
日
例
会
７
名

・
保
証
制
度
講
習
会
（
有

資
格
者
）
の
案
内

・
尾
張
連
合
会
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
の
案
内

・
高
速
道
路
別
納
料
金
シ

ス
テ
ム

津
島
支
部

５
日
定
例
会
５
名

●
。
■
一
日
刀
●
■
＆
’
０
Ｆ
■
ｂ
凸
■
Ｔ
ｂ
■
ａ
０
ｐ
ｂ
印
Ｑ
－
０
７
■
■
日
日
ｒ
■
Ｂ
ａ
卓
。
ｒ
■
■
凸
０
７
弓
Ｇ
・
Ａ
Ｔ
●
■
■
一
○
７
■
■
。
■
■
”
●
ｅ
▲
。
ｖ
●
■
凸
８
７
ｃ
ｂ
ｄ
０
Ｕ
ｂ
句
Ａ
０
ｒ
串
旬
凸
０
７
●
■
■
一
。
■
●
●
▲
凸
▽

一
時
間
半
程
で
、
会
も
終
了
し
、

最
後
に
親
方
と
記
念
撮
影
で
、
楽

し
い
一
時
を
終
え
た
。
津
島
猪
飼

嬢
驚
燕
職
繊

愛

問
い
合
わ
せ
先

妓
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

又
は

労
Ⅲ
基
準
監
督
署

力
士
が
活
雌
し
て
い
る
。

我
々
の
テ
ー
ブ
ル
の
接
待
を
し

て
く
れ
た
細
野
君
も
、
こ
の
日
、

白
星
で
嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

会
も
盛
り
上
り
、
ビ
ー
ル
の
ペ
ー

ス
が
、
皆
早
く
な
り
、
最
後
の
頃

に
は
瓶
ビ
ー
ル
が
な
く
な
り
缶

ビ
ー
ル
に
変
わ
っ
て
、
若
い
衆
は


